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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月4日(2017.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）生体適合性ナノ粒子と、（ｉｉ）目的とする医薬化合物との組み合わせを含む医
薬組成物であって、ここで該生体適合性ナノ粒子の最長の寸法が約４ｎｍと約５００ｎｍ
の間にあり、該生体適合性ナノ粒子の絶対表面帯電量がその必要とする対象の治療、予防
、または診断方法に使用するために少なくとも１０ｍＶ（｜１０ｍＶ｜）であり、治療、
予防、または診断方法が目的とする該医薬化合物を該対象に投与する工程および該ナノ粒
子を投与する別の工程を含み、目的とする該医薬化合物の前または後に、該ナノ粒子が該
対象に５分間より長く、約７２時間までの間に投与される、医薬組成物。
【請求項２】
　ナノ粒子の絶対表面帯電量が｜１０ｍＶ｜より大きく、その帯電性が負電荷である、請
求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　ナノ粒子が有機ナノ粒子である、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　ナノ粒子が、脂質をベースとするナノ粒子、蛋白をベースとするナノ粒子、ポリマーを



(2) JP 2016-522833 A5 2017.5.25

ベースとするナノ粒子、コポリマーをベースとするナノ粒子、炭素をベースとするナノ粒
子、およびウイルス様ナノ粒子より選択される、請求項３に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　ナノ粒子がいずれかの無機ナノ粒子であり、該ナノ粒子の最長の寸法が約７ｎｍよりも
小さい、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　ナノ粒子が無機ナノ粒子であって、該ナノ粒子の最長の寸法が、少なくとも１０ｎｍで
あり、該ナノ粒子の無機材料が（ｉ）例えば、Ｍｇ、Ｃａ、Ｂａ、およびＳｒより選択さ
れる１または複数の二価の金属元素、（ｉｉ）例えば、ＦｅおよびＡｌより選択される１
または複数の三価の金属元素、ならびに（ｉｉｉ）Ｓｉを含む１または複数の四価の金属
元素より選択される、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　無機材料が、炭酸カルシウム（ＣａＣＯ３）、炭酸マグネシウム（ＭｇＣＯ３）、水酸
化マグネシウム（Ｍｇ（ＯＨ）２）、水酸化鉄（Ｆｅ（ＯＨ）２）、オキシ水酸化鉄（Ｆ
ｅＯＯＨ）、酸化鉄（Ｆｅ３Ｏ４またはＦｅ２Ｏ３）、酸化アルミニウム（Ａｌ３Ｏ４）
、水酸化アルミニウム（Ａｌ（ＯＨ）３）、オキシ水酸化アルミニウム（ＡｌＯＯＨ）、
および酸化ケイ素（ＳｉＯ２）より選択される、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　ナノ粒子が生体適合性コーティング剤でさらに覆われている、請求項１～７のいずれか
一項に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　生体適合性ナノ粒子と化合物との併用投与が、該化合物の標準的な治療量によって誘発
される治療効果および毒性と比べた場合に、対象のために、該化合物の治療効果を維持し
て毒性を減少させるか、あるいは該化合物の治療効果を向上させて毒性を同等または減少
させる、請求項１～８のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　生体適合性ナノ粒子と化合物との併用投与が、該化合物の標準的な治療量と比較した場
合に、投与される化合物の治療量を少なくとも１０％減少させ、対象のために同じ治療効
果を維持する一方で毒性を同等または毒性を減少させるか、あるいは対象のために治療効
果を向上させる一方で毒性を同等または減少させる、請求項１～８のいずれか一項に記載
の医薬組成物。
【請求項１１】
　ナノ粒子が、請求項１に記載の目的とする医薬化合物を必要とする対象に該粒子を投与
した後の１時間と６週間の間に、該粒子を投与した対象から一掃される、請求項１～１０
のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　化合物が、生物学的化合物、小分子標的治療薬、および細胞傷害性化合物から好ましく
は選択される有機化合物である、請求項１～１１のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　化合物が、抗体、オリゴヌクレオチド、および合成ペプチドより選択される、請求項１
２に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　化合物が、金属のナノ粒子、金属酸化物のナノ粒子、金属硫化物のナノ粒子、およびそ
れらのいずれかの混合物より選択される無機化合物である、請求項１～１１のいずれか一
項に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　目的とする化合物がキャリアにてカプセル化されている、請求項１～１４のいずれか一
項に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　目的とする化合物がキャリアと結合している、請求項１～１４のいずれか一項に記載の
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医薬組成物。
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